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東大先端研、「国立大学法人化に向けて：東大先端研の挑戦」報告会を開催

東大先端研のAcTeB、平成15年度のTBIプログラム支援プロジェクトを公表

九大大学院、三菱重工とエネルギー分野などで包括的な連携推進契約を締結

早大、風力発電機システムの普及を図るNPOを設立、大学発ベンチャーを支援

経産省、MOT（技術経営）人材育成プログラムを開発する12機関を選定

6

8 先端研の渡部俊也研究室など、WEBページをリニューアルし、このほど再開

物材機構、技術討論会「独法成果活用のための技術移転」を6月24日に開催

先端研LSBM、「システム生物医学の創成」国際シンポジウムを6月25日に開催
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人材流動性による組織活性化が共通の思い
河田聡 阪大フロンティア研究機構（阪大FRC）機構長

南谷崇 東京大学先端科学技術研究センター センター長



ンタビューイ

メディアアートやインタラクティブアー

トなどの新しい映像表現分野で活躍されて

いるメディアアーティストの方が先端研に

来たきっかけは。

先端研でバーチャルリアリティーのプ

ロジェクトを率いる廣瀬通孝教授と以前か

ら交流があり、お互いに触発されることが

多かったからです。

互いに触発されるとは。

私の作品は、バーチャルリアリティー

とも深くかかわっています。私は表現した

い内容（コンテンツ）に対して必要な技術

を追究する一方、廣瀬教授の研究グループ

はデジタルテクノロジーで何が表現できる

かから入っています。最終的には、お互い

に技術と表現が密接に融合したものを目指

しています。

最近の作品にはどのようなものが。

2002年9月に再開発され話題を集めた

JR東京駅前の丸の内ビルディングのオープ

ニングの際に「マシュマロスコープ」とい

う、異空間をリアルタイムで体験させる作

品を発表しました。雪だるま風の作品の中

にCCD（電荷結合素子）カメラとディスプ

レーが仕込んであり、目の前の風景がディ

スプレーに映し出されます。映し出された

人々や自動車がリアルタイム画像処理で不

思議な形にデフォルメされたり、時間を逆

行させて動きが逆モーションにされたりと、

不思議な空間と時間をのぞき見ることがで

きます。現実の中に異次元が出現する「マ

シュマロスコープ」を丸ビル近くの丸の内

の街角に多数置いて楽しんでもらいました。

先端研の4号館の表側の回廊に今も置

いてありますね。ほかにどんな作品が。

「ドビュッシーを“見る”試み」は、音楽を目で

も楽しむ作品です。ピアニストがドビュッシーのピア

ノ曲を演奏すると、その音の出るタイミングや音程、

大きさなどをCG（コンピューター・グラフィックス）

によってリアルタイムで映像化し、ピアノから音と同

時に光が飛び出します。ハイビジョン撮影の映像と

CGを合成し、あたかもピアノからの音が放射光のよ

うに映像化され、音の構造が視覚化されるものです。
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現実とバーチャルリアリティーが重なるミ

ックストリアリティーの表現です。

ドビュッシーが現代に生きていれば、

「これが表現したかった」と言いそうな作品

ですね。ほかにはどんな作品がありますか。

「SOUND-LENS」という作品は、MD

（ミニディスク）プレーヤーのような外観の

小型携帯機器が周囲の光を音に変換し、ヘ

ッドホンで聴かせるものです。純粋に、光

を音として感じたらどんな体験ができるか

を追究した作品です。

しかし、福祉機器を開発研究している先

端研の伊福部達教授から見ると、視覚障害

者にも役立ちそうな機器と評価していただ

きました。思いもかけない視点を与えてく

れるのが、この先端研という場だとあらた

めて感じています。

先端研でどんな研究をしたいのですか。

例えば、パソコンやゲーム機などのデ

ジタル機器は現在、インターフェースをキ

ーボードやマウス、コントローラーなどに

頼っています。しかし、人間が自然な感覚

で使いたいインターフェースは違っていま

す。これまで、こうしたインターフェース

は技術者が主に考え出したものでした。こ

れに対して、私は表現を追究するアーティ

ストとして積極的に発言し、人間の持つ自

然な感覚をもっと扱っていける技術や表現を可能にし

たいのです。このため、廣瀬教授の「五感情報通信プ

ロジェクト」に参加しています。

実は、大学院を修了してからフリーのアーティスト

として作品をつくり続けてきました。今回、初めて定

職に就きました。先端研という舞台を通して交流を広

げ、ステップアップできればいいと思っています。
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［インタビュー：日経BP社編集委員の丸山正明］
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図'「マシュマ
ロスコープ」。東
大駒場リサーチ
キャンパスの先
端研4号館の表
側回廊に展示中。
東京都江東区青
海の日本科学未
来館でも展示
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［インタビュー：日経BP社編集委員の橋本敏彦］

都市の大気環境を調査されてますね。

ええ。都市は人口の50％が住んでいる

場所であると同時に、大気汚染の原因物質

が発生する場所なのです。健康への影響は

重大です。まずは東京で、オキシダントの

主成分となるオゾンや呼吸器官への影響が

問題になっているエアロゾル（微粒子）の

集中観測を東京都立大学などと共同で、こ

の4月から始めました。プログラム名は

IMPACT（Integrated Measurement Program

for Aerosol and oxidant Chemistry in Tokyo）

といいます。

国や地方自治体でも汚染物質を測定し

ていますが。

確かにエアロゾルの総量などは測定し

ています。ですが成分はほとんど測定して

いません。エアロゾルは単一の物質ではな

く混合物です。自動車から出るブラックカ

ーボン（元素状炭素）が核となり、これに

硫酸が付いたもの、あるいは硝酸を多く含

むものなどさまざまです。エアロゾルの化

学成分やそのもととなる気体の濃度が分か

らないといろいろな成分が複雑に混じった

エアロゾルの生成過程／消失過程は解き明

かせないし、排ガス規制をするにしても効

率的な対策は立てられないですよ。

化学成分の測定が、今まで行われてこ

なかったのですか。

特にエアロゾルは本格的な研究の対象

になっていなかったようですね。私も調べ

てみて驚きました。測定器をそろえるハー

ドルの高さも原因でしょう。私たちはなる

べく多くの成分を調べたい、しかも気温や

風、日照との関係を見たいので時間分解能

の高い測定をしたいと思っていました。こ

れに応える測定器をそろえるのは大変で、例えば硝酸

の測定器を開発するのに3年かかりました。

私たちはこれから2年間、実に多くの成分を測定し

ていきます。気体だけでも、NO、NO2、HNO3、O3、

CO、SO2、CO2、OH、HO2、NH3などなど。もちろ

ん気体以外にエアロゾルの成分測定も行っていきます。

これだけの情報が集まるところは国内にはありません

し、世界的に見ても幾つもないでしょう。
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わずか1.5カ月の測定なのでまだ不十分

ですが、幾つか分かったことがあります。

ブラックカーボンは主に自動車のテール

パイプからはき出されますが、分かったこ

との一つは、その量とほかの気体成分―

ここではCO、CO2、NOXなど―との間

に強い相関があるということです。これは

一見、当たり前のことですが、これまで指

摘した人はほとんどいませんでした。大気

中におけるこれらの成分を一緒に測定して

こなかったからです。

この相関がしっかり分かってくれば、将

来モデルを立てるのが楽になります。CO

の排出量は分かるので、それにあるファク

ターを掛ければブラックカーボンの量が出

せるのです。

成分によって異なる挙動を示すものはあ

りましたか。

低気圧が通過するときにエアロゾル濃

度が増えるのですが、このとき増えるのは

主に硝酸を含むエアロゾルであるというこ

とが分かりました。理由はまだ分かりませ

ん。硝酸ができるにはNOXと光が必要なの

ですが、低気圧のときはその光が弱いとい

う反対の条件ですから…。生成過程を解き

明かすには、さらに情報を収集し頭をひね

らなければなりません。

今後、低気圧通過時のエアロゾル濃度を

下げるには硝酸塩エアロゾルを下げる必要

が生じるでしょう。硝酸塩エアロゾルがど

うしてできるのか、解明できれば有効な手

が打てるかもしれません。

測定ノウハウや知見は東京以外にも使

えますね。

その通りです。今、アジアは経済発展に伴って多

くの都市で大気環境問題が起こっています。また汚染

物質が他の地域に流れ、アジア全域の大気環境が悪く

なる可能性もあります。気候変動の心配もあります。

ブラックカーボンを含む雲ができると大気が安定して

雨が降りにくくなるからです。私たちは韓国、中国、

台湾などと共同研究を実現させたいと思っています。
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東大先端研のAcTeB、平成15年度のTBIプログラム支援プロジェクトを公表
東京大学先端科学技術研究センタ

ーのオフキャンパス拠点である先端

テクノロジービジネスセンター

（AcTeB、東京都港区）は、平成15年

度（2003年度）のテクノロジービジ

ネスインキュベーション（TBI）プ

ログラムとして、昨年度からの継続6

件と今年度の新規6件の合計12件の

プロジェクトを発表した。

TBIプログラムは、先端研の研究

者の研究成果を技術移転や大学発ベ

ンチャー企業設立などの形で産業界

に移転する事業化プロジェクト。今

年度の新規プロジェクトは、プロジ

ェクトリーダーが須賀唯知教授の

「実装エコデザイン推進プロジェク

ト」などの6件。いずれも、3～4年

で市場に投入する計画。継続プロジ

ェクトは橋本和仁教授の「太陽光を

利用する環境改善プロジェクト」な

どの6件。平成14年度（2002年度）

は合計8件で、その内の「標的塩基

配列検出システムの事業化」は、企

業設立の財源を確保したために事業

化成功の“卒業”と認められた。一

方、「赤外線同報通信プロジェクト」

は中止の“撤退”となった。

東大先端研、「国立大学法人化に向けて：東大先端研の挑戦」報告会を開催
東京大学先端科学技術研究センタ

ーは「2004年4月 国立大学法人化に

向けて：東大先端研の挑戦」報告会

を6月3日に東京都港区で開催した。

先端研は2001年度に文部科学省の科

学技術振興調整費の戦略的研究拠点

育成事業の対象機関に選ばれ、研究

開発システム改革を2年間実践した

成果と今後の改革内容を説明した。

先端研センター長・教授の南谷崇

氏は、報告講演「先端研が進める組

織運営改革」で、戦略的な組織運営

を可能にする契約に基づく教員の人

事・評価制度案を解説した。先端研

の組織運営改革を「非公務員型を活

用した組織運営、人事制度の設計」

と定義し、2004年4月の国立大学の

独立法人化後に先端研は経営と研

究・教育を分離し、経営戦略を担う

専門職を設けて研究・教育と経営の

それぞれの責任を明確にする。同時

に大部門制を廃止しフラットな組織

にすることで機動性を確保する。ま

た「契約による雇用」を徹底し、評

価制度を充実して柔軟な人事制度を

実現するとしている。

最後に、①大学の評価は世界の

“マーケット”にゆだねるべきこと②

産・官・学の間の人材流動を妨げる

さまざまな要因を取り除くこと③契

約による雇用を全国的に実施するこ

とで“研究者市場”を創出し流動化

を促すこと④大学教員に対する「市

場の評価」となり得る競争的研究資

金を大幅に増やすこと⑤成果主義に

よる人事・給与制度が根付けば定年

制は必要ないこと―の5点を述べた。

パネルディスカッションでは、パ

ネリストとして南谷氏に加えて先端

研特任教授の児玉龍彦氏、慶応義塾

大学名誉教授の高橋潤二郎氏、東京

工業大学教授の鳥井弘之氏、文科省

大臣官房人事課長の板東久美子氏の

5人が議論した。

児玉氏は自身が先端研に移る動機

でもあったとして「ミッションの明

確なプロジェクト型の研究には、公

務員型は適していない」と述べ、そ

の根拠としてヒトゲノム解読などの

例を挙げ、説得力ある説明を行った。

先端研以外からのパネリストは、先

端研の大胆さに驚きを見せ、運用面

では注文を付ける場面もあった。

図'パネルディスカッション

表'TBIプログラムの平成15年度（2003年度）の支援プロジェクト

プロジェクト名 分野 担当者

継続

太陽光を利用する環境改善プロジェクト 環境・材料 橋本和仁教授

ガン転移抑制プロジェクト バイオ 玉井克哉教授・江里口正純特任教授・柳衛宏宣特任助教授

固相合成法によるマグネシウム合金の高機能化プロセス開発 材料 近藤勝義特任助教授

親指サイズ電子顕微鏡プロジェクト 半導体 奥村勝弥教授・三好元介特任教授

マイクロアレイ解析と自然言語処理による文献検索 バイオ 油谷浩幸教授・井原茂男特任教授

プロテイン・ディスプレイ・プロジェクト バイオ 浜窪隆雄教授・児玉龍彦教授・先濱俊子特任助教授

新規

実装エコデザイン推進プロジェクト 微小製造科学 須賀唯知教授

光インターコネクション・デバイスビジネス戦略 情報デバイス 中野義昭教授

知識マネジメントのためのインタラクションデザイン 知能工学 堀浩一教授・中小路久美代特任教授

エージェント指向コンポーネント設計・開発理論に基づくビジネスコ
ンポーネントの開発 次世代電子商取引 馬場靖憲教授・藤井章博氏

高機能光ファイバーブラッググレーディングデバイスの開発 光デバイス 菊池和朗教授

復唱音声認識技術を用いた教育バリアフリー支援システムの事業化 生命・情報ネットワーク 伊福部達教授



早稲田大学理工学総合研究センタ

ーの橋本匠教授は、小型風力発電シ

ステムの事業化と普及を図る「ダリ

ウス・サポニウス型風力発電普及協

会」というNPO（非営利組織）を5

月に設立した。

橋本教授は、羽根を上下2カ所で

支持する揚力垂直型のダリウス・サ

ポニウス型（D・S型）風力発電機の

早大、風力発電機システムの普及を図るNPOを設立、大学発ベンチャーを支援
研究成果を基に、D・S型風力発電機

を事業する大学発ベンチャー企業の

イーアンドイー（大阪市）を2002年

4月に設立済み。D・S型風力発電機

は、1軸で支持されるプロペラが回転

する従来型風力発電機に比べて弱風

でも発電できるなどの特徴を持って

いるが、D・S型独特の弓形状羽根を

量産する加工法などの問題から、ほ
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とんど実用化されてこなった。新型

風力発電機事業を展開するには、従

来型風力発電機と異なるD・S型風力

発電機の技術体系やメンテナンスに

強い技術者を養成することが急務と

判断し、NPOの同風力発電普及協会

を設立した。

D・S型風力発電機同協会の事務所

はイーアンドイー社内に置いた。

経済産業省産業技術環境局の大学

連携推進課は、6月11日に平成15年

度（2003年度）の「起業家育成プロ

グラム等導入促進事業」の選定結果

として、MOT（Management of

Technology＝技術経営）教育に必要

なカリキュラムや教材などを開発す

る機関名を公表した。今回、選定さ

れた機関は、アーサー・D・リトル

経産省、MOT（技術経営）人材育成プログラムを開発する12機関を選定
（東京都港区）、東京大学先端科学技

術研究センター、財団法人社会経済

生産性本部、立命館大学、早稲田大

学ビジネススクール、慶応学術事業

会（東京都千代田区）、神戸大学経済

経営研究所、筑波大学大学院ビジネ

ス科学研究科、東京工業大学社会理

工学研究科、立命館アジア太平洋大

学、京都大学大学院エネルギー科学

研究科、東北大学大学院研究科の12

機関で、技術経営プログラム19科目

を開発する。例えば、先端研が開発

する科目は、必修科目のテクノロジ

ー・プロセスマネジメントのR&D戦

略「プロジェクト・マネジメント」

と、専門科目の「企業内ベンチャー

技術経営論」「知財MOTビジネス交

渉学戦略と実践」。

九大大学院、三菱重工とエネルギー分野などで包括的な連携推進契約を締結
九州大学大学院の3研究院・2研究

所は、三菱重工業技術本部と包括的

な連携推進契約を6月7日に締結し

た。三菱重工と共同研究する九大の

研究機関は、九大大学院の工学研究

院、システム情報科学研究院、総合

理工学研究院と応用力学研究所、先

導物質化学研究所である。産学連携

の共同研究テーマは、エネルギーや

物流、情報などの分野で実施する。

さらにこの共同研究などを通して、

三菱重工の技術者の視野を広げる人

材育成の効果も目指している。同社

と連携評価会議や技術交流会を設け

る予定である。

三菱重工は九大大学院と共同研究

することで、新規の研究開発のスピ

ードアップと研究費の効果的な投資、

技術成果面での優位性を図る。九大

大学院は、三菱重工から共同研究テ

ーマの提案を既に約10テーマ受け取

り、まず九大側が各テーマに対応で

きる共同研究チームが組織できるか

どうかを調べるために、共同研究を

希望する教員にインタビューし、そ

の研究開発能力や提案内容などを評

価している。この評価によって対応

できると判断された九大の教員の研

究チームに対して、三菱重工の研究

企画担当者や研究担当者がインタビ

ューし、共同研究の具体的な内容を

詰めている。既に4テーマは共同研

究可能と判断した段階で、「秘密保持

契約を含めた共同研究契約を取り交

わすところまで来ている」という。

九大は、2003年3月に西部ガスと

大日本インキ化学工業（DIC）の2

社とそれぞれ包括的な連携共同研究

契約を結んでいる。大日本インキと

は、光機能性有機材料の開発をメー

ンテーマに挙げ、安価で省エネルギ

ーな表示デバイスの開発などを具体

的な開発テーマとした。

九大は現在、4社と包括的な連携

共同研究契約を結ぶ計画を進めてお

り、そのうちの3社が公表された。

九大は、連携共同研究契約を結ぶ企

業数を当面10社までとしており、

早々に契約を交わしたいもようであ

る。企業との共同研究による外部か

らの研究開発費の獲得と同時に、研

究開発能力の実力向上も狙っている。

一方、今回九大と連携推進契約を

結んだ三菱重工技術本部は、大阪大

学大学院工学研究科とも包括的な共

同研究契約を結んでおり、同社は研

究能力の高い研究大学・大学院と産

学連携を強力に推進し、研究開発の

効率化や新規事業起こしを図る構え

である。



河田 大学・大学院の研究組織を改革するために阪大

FRCを必要とした理由は、現在の大学・大学院の学

科・専攻、講座、教員などの教育カリキュラムを支え

る仕組みを簡単には変更できないからです。その一方

で、最近は学問領域が学際・融合などと急速に変化し、

的確に対応できる研究組織が必要になっています。こ

のため、工学部・工学研究科の中にバーチャル組織の

阪大FRCをつくり、柔軟な仕組みを設けました。柔軟

性に優れた体制なので、スピードが求められる産学連

携にも対応できます。

ィスカッションデ

東京大学先端科学技術研究センターと大阪大学大学院工学研究科の両研究機関は、文
部科学省の2001年度の科学技術振興調整費の戦略的研究拠点育成プログラムの対象機関
に選ばれた。その両研究拠点を率いる先端研センター長の南谷崇氏と阪大工学研究科に
設けられた阪大フロンティア研究機構（阪大FRC）機構長の河田聡氏は、大学の研究組織
改革に挑んでいる同志として、2年たった研究組織改革の手ごたえなどを話し合った。

人材流動性による組織活性化が共通の思い
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南谷　どのような教員が阪大FRCに所属する

のですか。

河田　阪大FRCに所属できるのは、工学部・

工学研究科の教員の1/4です。全員では無い

点が重要です。1/4しか所属できないことは、

戦略的研究拠点育成プログラムの提案書に明

記した公約です。悪平等主義を排除するため

です。阪大FRCに属する教員は研究費や研究

環境に恵まれ、授業の講義数も考慮されます。

南谷　教員はどのように選ばれるのですか。

河田　研究プロジェクトへの応募です。阪大FRCが決

めたプロジェクトテーマに応募してきた教員をプロジ

ェクトリーダーに選び、そのプロジェクトリーダーが

メンバーを選びます。助教授がリーダーで、教授がメ

ンバーということもあります。提案に対して阪大の工

学部・工学研究科内に手を挙げる教員がいなければ、

阪大の他学部・他研究科や他大学、企業などにも声を

掛けています。実際に来てもらってます。

南谷 プロジェクト制を導入した点は、先端研も同じ

です。先端研の研究組織改革は組織運営を変えるため

に講座制・大部門制をやめ、研究所全体を学際的・文

理融合プロジェクトが研究活動の単位となるオープン

ラボラトリー型組織としました。プロジェクト制です

から当然、期間が設けられています。50数人（2002年

4月時点）の特任教員の採用によって従来の講座制の

定員枠を打破し、研究戦略上で必要な研究テーマに必

要な人材を自由に集められる仕組みとしました。

河田　その結果、研究者の人材流動性を実現したわけ

ですね。この点は阪大FRCも同じです。

南谷 特任教員は、給与や勤務形態、任期などの待遇

を個別の雇用契約で決める制度を目指したものです。

（写真＝日経BP社映像部　的野弘路）

河田 聡氏（カワダサトシ）
大阪大学大学院工学研究科応用
物理専攻教授かつ阪大FRCの機
構長。理化学研究所ナノフォト
ニクス研究室主任研究員、科学
技術振興事業団の非線形ナノフ
ォトニクス・プロジェクトリー
ダーも兼任。WEBページ（URL＝
http://www.skawata.com/j/）から
多数のメッセージを伝える



この人事・評価制度は2004年4月以降の国立大学の独

立法人化後の契約に基づく教員の雇用の仕方を一部先

取りしています。先端研は、独立法人後は現在の定員

内教員も特任教員も全員が任期制・テニュア制（終身

雇用制）の対象となり，評価に基づく契約によって雇

用される形態に移行します。この新しい人事・評価制

度の導入は先端研の教授会で承認済みです。

契約に基づく特任教員の雇用によって、先端研がこ

れまで進めてきた人材流動性を一層高めました。既に、

他の研究機関に引き抜かれた特任教員が数人現れ、研

究者の人材市場が出現する兆しが表れています。特任

教員の人件費は科学技術振興調整費で賄っています。

河田　特任教員の研究費はどのようになっているので

すか。

南谷 オープンラボプロジェクトに参加している特任

教員は、自分でつくった研究開発プランによる提案で、

外部から競争的研究資金を獲得します。先端研に来た

ばかりの時は、最初にある程度の研究費を提供された

だけですから、実際には厳しかったと思います。

河田　先端研独自と考えられる仕組みを採用していま

すか。

南谷 先端研は研究開発の成果を学外に伝えるため

に、先端テクノロジービジネスセンター（AcTeB）と

いうオフキャンパス拠点を、東京都港区六本木に設け

ました。当初は、大学のキャンパスの外にオフィスを

設けたことで驚かれました。テクノロジービジネスイ

ンキュベーション（TBI）プログラムと呼ぶ大学の研

究成果を事業化する産学連携プロジェクトを10数個走

らせています。これまでの産学連携とは異なり、ベン

チャーキャピタリストなどの学外の専門家にプロジェ

クト提案を審査してもらい、採用を決めています。

河田　お話を伺っていると、大学の研究組織改革を行

うには、文理融合などの学際分野への対応や講座制の

弊害の打破という点では思いは全く同じです。その一

方で、東大の先端研の成り立ちを考えると既に選ばれ

た人材という点では異なると思います。阪大大学院の

工学部・工学研究科全体を一度に変革することは制度

上難しいので、我々はその中に別組織をつくる仕組み

を導入して変革を図るやり方を採用しました。

阪大FRCでも特任教員制度を設け、他大学や企業か

ら多くの方に来ていただき、定員制を打破した点でも、

共通しています。ただし、特任教員を呼んだ分野は、

阪大工学部の既存の研究分野にはない、ナノテクノロ

ジーやデザインなどの融合領域ばかりです。この点は、

先端研は既に学際・融合領域をどんどん設け挑戦して

いるので、異なっていると思います。

南谷 他大学や企業などの外部から人材を呼び、異文

化を持ち込むことは中の教員に対して刺激になり、組

織が活性化しますね。

河田 阪大や他大学の教員を辞めて、特任教員になっ

た方が数人います。全員、以前は助教授や助手の方で

す。既成の研究組織の枠ではなく、プロジェクトリー

ダーとして自分の裁量で研究開発に取り組めるのが魅

力のようです。自己責任で任期中に研究開発成果や事

業化成果を上げて、次のキャリアアップにつなげる野

心が必要です。

南谷 先端研でも現役の東大教授から任期付きの特任

教授に移られた方がいて、周囲を驚かせました。研究

開発プロジェクトに専念し、その成果を実用化する研

究体制を構築できる魅力がその動機と聞いています。

任期付きの特任教員は、自分の研究成果で次のポスト

を確保するわけです。これが研究者市場の創出につな

がります。

河田　阪大FRCでは定年退官された教員の方で、こち

らから研究を続けていただきたい方には特任教授とし

て、優れた研究能力を生かす道をつくりました。研究

能力と定年は関係ありませんから。

南谷 その通りですね。先端研では優れた研究能力を

持つ方には年齢に関係なく、外部の研究開発資金によ

って研究を続けていただく仕組みを考えています。独

立法人化後に実現したいです。 （談）
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南谷 崇氏（ナンヤタカシ）
東京大学教授、評議員・先端科
学技術研究センター長。VLSI 設
計方法論、非同期計算アーキテ
クチャー、ディペンダブルコン
ピューティングなどを研究。内
閣府の産学官連携プロジェクト、
経済産業省の産学連携推進小委
員会の委員などを歴任。IEEE
（The Institute of Electrical and
Electronics Engineers, Inc.）
Fellow。電子情報通信学会フェ
ロー。東京工業大学名誉教授。

［対談の構成：日経BP社編集委員の丸山正明］
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東京大学先端技術研究センター教授の渡部俊也氏の

渡部研究室と特任教授の大崎寿氏の日欧ナノテクラボ

は、共同WEBページを開設した。URLは、http://www.

watanabelab.jp/。

渡部研究室は以前に単独でWEBページを運営して

いたが、一時中断したままになっていた。ここ数年間

に知的財産・産学連携や社会人教育関係のプロジェク

トにかかわったことや、戦略的研究拠点プロジェクト

の一環として企業からの受託研究を行う日欧ナノテク

先端研の渡部俊也研究室など、WEBページをリニューアルし、このほど再開

ラボ研究室を設

立したことなど

の理由から、今

回、研究室の

WEBページを再

開した。同研究

室に登録されている研究員のバックグラウンドも多彩

になり、企業および研究員相互の交流の場を提供する

ことも狙って、WEBページを開設したもの。

独立行政法人の物質・材料研究機構の超鉄鋼研究セ

ンターは、6月24日に技術討論会「独法成果活用のた

めの技術移転」を開催する。24日と25日の2日間にわ

たって開催される「第7回超鉄鋼ワークショップ」の

一つのセッションとして開催する。独立行政法人や大

学、企業が技術移転する場合の効果的な技術移転方法

や問題点などを議論する。

内容は、先端科学技術インキュベーションセンター

（CASTI、東京都千代田区）社長の山本貴史氏が「東

京大学TLO・CASTIの挑戦　産学連携による技術移

転の現状と課題」を、産総研イノベーションズ代表の

石丸公生氏（日本産業技術振興協会専務理事）が「独

立行政法人産業技術総合研究所におけるTLO活動と

成果」などを講演する。山本氏は、CASTIのこれまで

の活動や成功事例を紹介し、国立大学の独立法人後の

大学とTLOの関係などを解説する。

超鉄鋼研究センターの技術移転事例については、商

品化研究室長の片田康行氏が「NIMS超鉄鋼研究セン

ター　商品化研究室における技術移転の現状」を解説

するなど、具体的な事例解説を並べる。
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物材機構、技術討論会「独法成果活用のための技術移転」を6月24日に開催

東京大学先端科学技術研究センターのLSBM

（Laboratory for Systems Biology and Medicine）は、科

学技術振興調整費「システム生物医学の創成」国際シ

ンポジウムを6月25日に開催する。

主な内容は、先端研特任教授の児玉龍彦氏が総論

（Introduction）「システム生物医学と薬物創製」を、教

授の油谷浩幸氏がゲノム・トランスクリプトーム「ト

ランスクリプトームから見た癌」などを講演する。

開催場所は先端研4号館2階講堂（東京都目黒区駒

場4-6-1）で、参加費は無料、先着100人までで、定員

に達し次第、受け付けを締め切る。

問い合わせ先は、システム生物医学ラボラトリー

「システム生物医学国際シンポジウム」係。電子メール

がlsbm2003@lsbm.orgで、WEBページのURLがhttp://

www.lsbm.org/である。

先端研LSBM、「システム生物医学の創成」国際シンポジウムを6月25日に開催


